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第
九
回
目
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

が
終
わ
っ
た
。
そ
の
開
票
結
果
等
に
つ

い
て
は
別
面
所
報
の
と
お
り
で
あ
る
が

い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
無
効
投
票
の
多

か
つ
た
こ
と
が
目
に
つ
く
。
地
方
区
に

お
い
て
は
投
票
総
数
の
一
二
・
八
’
％
に

当
た
る
七
百
七
十
九
票
、
全
国
区
で
は

一
一
・
五
％
に
当
た
る
六
百
九
十
九
票

と
い
う
大
量
の
無
効
票
で
あ
っ
た
。
こ

れ
は
川
西
町
だ
け
の
現
象
で
は
な
い
が

ら
、
全
国
的
に
は
最
高
点
当
選
者
の
得

票
の
何
倍
に
も
相
当
す
る
票
数
と
な
る

に
違
い
な
い
。
何
と
か
な
ら
な
い
も
の
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億ド

か
と
思
う
．

無
関
心
が

　
　
　
無
効
を
生
む

　
町
の
こ
れ
ま
で
の
参
議
院
選
挙
に
お

け
る
無
効
投
票
率
を
調
べ
て
み
る
と
次

の
と
お
り
で
あ
る
．

　
年
次
　
地
方
区
（
％
‘
）
　
全
国
区
（
，
％
）

昭
三
四
　
　
六
・
九
三
　
一
一
・
二
二

昭
三
七
　
一
一
・
六
八
　
一
一
・
ニ
ニ

昭
四
〇
　
二
一
丁
四
二
　
一
二
・
四
七

昭
四
三
　
　
五
・
七
九
　
一
一
・
九
〇

今
　
回
　
一
二
・
七
五
　
一
一
・
四
五

難

雛
、
麟

　
　
今
回
の
無
効
投
票
率
は
、
地
方
区
に

　
お
い
て
は
四
〇
亭
に
次
い
で
二
番
目
、

　
全
国
区
で
は
四
G
年
及
ぴ
四
三
年
に
次

　
ぐ
三
番
目
と
な
っ
て
お
り
、
必
ず
し
も

　
今
回
が
特
に
多
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で

　
は
な
い
。
ま
た
、
こ
の
表
か
ら
も
わ
か

　
る
よ
う
に
、
全
国
区
の
場
合
は
い
つ
も

　
一
一
～
一
二
％
と
ほ
ぼ
一
定
の
水
準
を

　
保
っ
て
い
る
の
に
、
地
方
区
の
場
合
は

　
三
四
年
と
四
三
年
が
極
端
に
低
く
な
つ

　
て
い
る
．
こ
れ
は
、
三
四
年
に
は
、
保

　
守
系
侯
補
に
佐
藤
芳
男
、
高
月
辰
佳
の

，
二
名
が
立
候
補
し
た
年
で
あ
り
、
四
三

　
年
に
は
、
や
は
り
保
守
系
に
広
瀬
真
一

　
塚
田
十
一
郎
の
両
侯
補
が
出
馬
し
て
激

　
戦
を
展
開
し
た
年
で
あ
っ
た
。
こ
う
い

　
う
事
情
が
あ
つ
た
年
と
、
そ
の
他
の
年

　
の
よ
う
に
自
民
、
社
会
、
共
産
、
各
一

　
と
い
う
顔
ぶ
れ
の
年
と
で
は
は
っ
き
り

　
ー
　
ー
　
！
　
塵
　
ー
　
｝
　
｝
ー
ー
菖
甚
量
昼
　
2
　
i
　
量
　
－
　
」
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
プ
ー
ル
サ
イ
ド
の
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
ほ
ほ
え
み
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
仙
田
小
で
簡
易
プ
　
一

　
　
　
　
ー
ル
が
完
成
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
父
兄
の
勤
労
奉
仕
を
中
心
に
、
一

茎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

工
事
を
急
い
で
い
た
仙
田
小
学
校
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

の
簡
易
プ
ー
ル
建
設
が
終
わ
り
、
，

待
望
の
プ
ー
ル
開
き
を
、
さ
る
六
一

日
に
行
な
い
ま
し
た
。
写
真
は
、
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
と
き
の
ス
ナ
ッ
プ
で
す
．
地
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

元
負
担
分
に
充
当
し
て
ほ
し
い
と
響

松
苧
神
社
の
氏
子
か
ら
五
万
円
の
一

寄
付
も
あ
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

を
添
え
て
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
は
笑
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

顔
で
こ
ぼ
れ
る
よ
う
で
し
た
。
　
一

　
簡
易
プ
ー
ル
は
、
こ
こ
の
ほ
か
一
一

赤
岩
小
学
校
に
も
で
き
あ
が
り
ま
鯛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

－
　
垂
－
量
星
畳
－
匹
ー
ー
1
君
－
罫
筆
塵
」

無
効
投
票
の
出
方
が
違
う
と
い
う
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
結
局
、
有
権
者
の
関

心
を
強
く
引
き
つ
け
る
事
情
が
あ
る
か

ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
無
効
票
の
率
を

左
右
す
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
無
効
の
内
訳
を
調
べ
て
み
る

と
、
最
も
多
い
の
が
地
方
区
と
全
国
区

の
区
分
を
誤
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ

れ
が
約
半
ば
を
占
め
る
。
そ
し
て
、
そ

の
次
が
白
票
で
、
だ
い
た
い
二
Q
％
前

後
、
次
が
い
た
ず
ら
書
き
や
○
△
な
ど

を
書
い
た
も
の
で
一
〇
％
程
度
、
そ
の

他
と
な
っ
て
い
る
。

　
き
め
手
は
有
権
者

　
の
自
覚

　
こ
の
よ
う
な
実
態
か
ら
も
わ
か
る
と

お
り
、
他
の
選
挙
よ
り
著
し
く
無
効
票

が
多
く
な
る
原
因
は
何
と
い
っ
て
も
地

方
区
と
全
国
区
の
書
き
誤
り
で
あ
る
。

こ
れ
を
防
止
で
き
れ
ば
無
効
票
を
半
分

以
下
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ

る
．
根
本
的
に
は
、
二
つ
の
投
票
を
同

時
に
行
な
う
こ
と
自
体
に
無
理
が
あ
る

の
で
あ
る
が
、
こ
の
仕
組
み
を
変
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
す
れ
ぱ
、
そ
の
よ

う
な
条
件
の
下
で
無
効
票
の
発
生
を
最

少
限
に
と
ど
め
る
工
夫
が
必
要
で
あ
袴

そ
の
点
、
投
票
用
紙
の
色
分
け
等
は
有

効
な
方
法
の
一
つ
で
あ
る
が
、
こ
う
い

う
こ
と
は
一
度
き
め
た
ら
簡
単
に
変
更

す
べ
き
で
は
な
い
。
投
票
用
紙
も
氏
名

掲
示
も
常
に
は
っ
き
り
同
一
の
色
分
け

を
し
て
、
そ
の
区
分
を
有
権
者
の
脳
裏

に
し
つ
か
り
刻
み
込
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
白
票
や
い
た
ず
ら
書
き
の

多
い
こ
と
も
こ
の
選
挙
の
特
長
で
あ
る
℃

貴
重
な
一
票
を
い
た
ず
ら
書
き
で
ム
ダ

に
す
る
有
権
者
の
関
心
を
高
め
る
き
め

手
は
な
い
も
の
か
と
思
う
．

圃
行
　
　
事

　
　
七
　
　
月

十
四
日
　
新
大
の
へ
き
地
教
育
実

　
習
生
来
町
二
＋
日
ま
で
仙
田
小

　
高
倉
分
校
で
教
育
実
習
。
、

十
四
日
　
仙
田
学
校
給
食
共
同
調

　
理
場
運
営
委
員
会

十
六
日
　
国
土
調
査
委
員
会

二
十
日
　
坪
山
婦
人
学
級
、
愛
児

会
二
十
二
日
　
農
業
委
員
会

二
十
二
目
　
郡
の
町
村
役
場
親
善

　
野
球
大
会
、
午
前
八
時
半
か
ら

　
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
の
町
営
球
場
で

　
（
雨
天
の
場
合
は
翌
二
十
三
日

　
に
、
二
十
三
日
も
雨
な
ら
二
十

　
六
日
に
日
延
べ
。
）

二
十
三
日
　
慶
大
医
事
振
来
町
、

　
八
月
十
日
ま
で
在
町
し
て
活
動

二
十
四
日
　
町
職
員
組
合
総
会

二
十
五
目
　
第
十
六
回
郡
市
剣
道

　
大
会
、
午
前
九
時
か
ら
、
川
西

　
中
学
校
体
育
館
で

二
十
六
目
　
保
護
司
、
更
生
保
護

　
婦
人
会
の
会
合

　
青
年
大
会
　
　
＋
八
日
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
見
附
市
で

　
中
越
予
選
　
　
行
な
わ
れ

る
県
青
年
大
会
中
越
予
選
へ
、
先

日
の
郡
大
会
で
優
勝
し
た
町
の
男

子
バ
レ
ー
と
野
球
の
ニ
チ
ー
ム
が

出
場
し
ま
す
。
な
お
、
県
大
会
は

八
月
二
十
一
、
二
十
二
の
二
日
間

三
条
市
で
開
か
れ
る
予
定
で
、
す

で
に
、
こ
れ
に
剣
道
と
卓
球
両
チ

ー
ム
の
出
場
が
決
定
し
て
い
ま
す

健
闘
を
祈
り
ま
し
ょ
う
。



（2）第155号蟹畿憂易鶉）しにわカ、報広昭和46年7月10日

町
議
会
報
告
（
六
月
定
例
会
）

　
　
　
過
疎
地
域
振
興
計
画
を
議
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
6
年
度
一
般
・
特
別
各
会
計
の
補
正
も

第
三
回
町
議
会
定
例
会
は
、
さ
る
六
月
十
八
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
二
日
間

　
と
い
う
当
初
の
予
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
専
決
処
分
八
件
を
含
む
合
計
十
九
件

　
　
の
審
議
を
ス
ム
ー
ス
に
消
化
、
引
き
続
き
、
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
を
行

　
　
な
っ
て
、
結
局
、
こ
の
日
一
日
で
散
会
し
ま
し
た
。
案
件
は
、
い
ず
れ
も
可

　
　
　
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
お
も
な
も
の
は
、
税
条
例
と
国
民
健
康
保
険
条

　
　
　
　
例
の
一
部
改
正
、
過
疎
地
域
振
興
計
画
の
策
定
、
一
般
会
計
と
四
特
別
会
計

　
　
　
　
　
の
第
一
回
補
正
、
自
倉
小
建
築
工
事
請
負
契
約
、
有
機
水
銀
中
毒
補
償
請
求

　
　
　
　
　
　
裁
判
の
早
期
、
公
正
判
決
に
関
す
る
決
議
（
議
員
提
出
）
な
ど
で
す
。

　
専
決
処
分

　
あ
わ
せ
て
八
件
を
承
認

　
午
前
九
時
に
始
ま
つ
た
定
例
会
は
、

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
か
ら
審
議

に
は
い
り
ま
し
た
。

　
専
決
処
分
八
件
の
内
訳
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
税
条
例
の
一
部
改
正

・
四
十
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

・
四
十
五
年
度
国
保
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算

・
町
道
認
定

・
県
交
通
災
害
共
済
組
合
規
約
変
更

・
消
防
団
員
等
公
償
組
合
規
約
変
更

・
県
旧
市
町
村
職
員
恩
給
組
合
規
約
変

　
更

・
県
町
村
人
事
事
務
組
合
規
約
変
更

　
こ
の
う
ち
の
一
般
会
計
の
補
正
は
、

地
方
債
の
増
減
、
町
税
の
増
収
、
交
付

金
の
増
収
等
に
起
因
し
た
も
の
で
、
都

合
二
百
三
十
四
万
四
千
円
を
追
加
し
た

結
果
、
最
終
的
に
は
五
億
四
百
四
万
二

千
円
と
い
う
規
模
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
道
路
線
の
認
定
は
、
高
原

田
環
状
線
お
よ
ぴ
野
口
西
浦
線
の
二
つ

で
あ
り
、
あ
と
の
県
関
係
各
種
組
合
の

規
約
変
更
は
組
織
団
体
数
の
増
減
に

関
す
る
も
の
で
す
。

　
以
下
、
　
一
般
質
問
ま
で
の
審
議
の
様

子
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

自
倉
小
改
築

　
　
　
丸
山
工
務
所
の
手
で

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　
　
助
産
費
と
し
て
支
給
す
る
額
を
従

　
来
の
三
千
円
か
ら
一
万
円
に
、
保
険

　
料
の
賦
課
限
度
額
を
五
万
円
か
ら
八

　
万
円
に
改
め
た
も
の
で
す
。

過
疎
地
域
振
興
計
画
の
策
定

　
　
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
決
ま
っ
た

　
過
疎
地
域
対
策
緊
急
措
置
法
の
規
定

　
に
基
づ
い
て
、
四
十
九
年
度
ま
で
の

　
四
か
年
間
の
計
画
を
定
め
ま
し
た
。

　
（
そ
の
骨
子
等
に
つ
い
て
は
、
五
月

　
号
の
町
政
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
た
と

お
り
で
す
。
）

四
十
六
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
土
木
費
、
災
害
復
旧
費
を
中
心
に

　
三
千
四
百
八
十
四
万
二
千
円
を
追
加

　
し
ま
し
た
。
予
算
規
模
は
四
億
九
千

　
九
百
八
万
七
千
円
に
な
り
ま
す
。

四
十
六
年
度
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

　
　
繰
越
金
の
補
正
増
を
中
心
に
百
四

　
十
二
万
二
千
円
を
追
加
し
た
も
の
で

　
予
算
規
模
は
三
千
一
百
七
十
一
万
八

　
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

四
十
六
年
度
国
保
施
設
勘
定
特
別
会
計

補
正
予
算

　
百
三
十
四
万
四
千
円
の
追
加
で
、

　
三
千
五
十
万
二
千
円
の
予
算
規
模
に

な
り
ま
し
た
。

四
十
六
年
度
へ
き
地
出
張
診
療
所
特
別

会
計
補
正
予
算

　
百
五
十
三
万
二
千
円
の
追
加
で
、

　
予
算
規
模
七
百
七
十
三
万
七
千
円
に

　
な
り
ま
し
た
。

四
十
六
年
度
歯
科
診
療
所
特
別
会
計
補

正
予
算

　
　
二
百
二
十
九
万
三
千
円
を
追
加
し

　
九
百
三
十
七
万
七
千
円
の
予
算
規
模

　
に
な
り
ま
し
た
。

白
倉
小
学
校
校
舎
建
築
工
事
請
負
契
約

　
　
三
千
五
百
五
十
万
円
で
丸
山
工
務

　
所
と
契
約
す
る
た
め
に
議
会
の
議
決

　
を
求
め
た
も
の
で
す
。

県
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
一

部
改
正

　
　
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

　
の
数
の
増
減
に
伴
う
規
約
改
正
が
内

容
で
す
。

有
機
水
銀
中
毒
患
者
に
よ
る
補
償
請
求

裁
判
に
関
す
る
決
議

　
　
新
潟
地
方
裁
判
所
の
審
理
が
す
み

　
や
か
に
進
行
し
、
早
期
に
、
か
つ
公

　
正
な
判
決
の
く
だ
る
こ
と
を
、
決
議

　
を
も
っ
て
強
く
要
望
す
る
と
い
う
も

　
の
で
す
。

小
脇
養
蚕
協
業
桑
園
造
成
並
ぴ
に
農
道

造
成
に
関
す
る
請
願

　
　
昨
年
十
二
月
定
例
会
で
産
経
委
員

　
会
に
付
託
以
来
継
続
審
査
し
て
い
た

　
も
の
で
、
今
回
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
氏
が

　
　
　
一
般
質
問
に
立
つ

　
日
程
の
最
後
に
行
な
わ
れ
た
町
政
に

対
す
る
一
般
質
問
で
は
、
五
人
の
議
員

が
演
壇
に
立
ち
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
過
疎
法
の
適
用
と
関
連
法

の
運
用
に
つ
い
て
（
平
野
圭
二
議
員
）

公
害
対
策
に
つ
い
て
（
数
藤
亘
議
員
）

他
町
村
と
を
結
ぶ
県
道
改
良
に
つ
い
て

（
滋
野
一
郎
議
員
）
、
上
越
新
幹
線
誘

致
に
つ
い
て
（
登
坂
茂
議
員
）
、
中
堅

青
壮
年
に
よ
る
農
業
研
究
機
関
の
育
成

に
つ
い
て
（
須
藤
寛
蔵
議
員
）
の
各
質

問
に
対
し
て
、
根
津
町
長
は
、
要
約
す

る
と
次
の
よ
う
な
答
弁
を
行
な
い
ま
し

た
。①

過
疎
法
と
、
こ
れ
に
関
連
す
る
国

　
県
の
施
策
や
法
津
を
効
果
的
に
取
り

　
入
れ
、
健
全
な
町
づ
く
り
の
た
め
に

　
努
力
を
か
た
む
け
る
。

②
汚
水
処
理
を
は
じ
め
新
し
い
生
活

課
題
に
つ
い
て
は
、
住
民
ひ
と
り
残

ら
ず
強
い
関
心
を
持
っ
て
解
決
し
て

ゆ
く
必
要
が
あ
る
が
、
環
境
整
備
を

含
め
て
．
町
も
関
係
課
の
密
接
な
連

携
の
も
と
に
公
害
問
題
と
取
り
組
む

③
地
方
道
の
改
良
は
、
こ
ん
ご
も
必

要
度
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
計
画
的
に

進
め
て
ゆ
き
、
そ
の
段
階
に
応
じ
て

他
市
町
村
と
も
協
議
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
。

④
新
幹
線
誘
致
運
動
は
、
関
係
市
町

村
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
継
続
し
て
ゆ

く
方
針
で
あ
る
。

⑤
農
業
経
営
の
近
代
化
を
は
か
り
、

後
継
者
を
育
成
す
る
こ
と
は
ゆ
る
が

せ
に
で
き
な
い
。
す
で
に
、
各
分
野

に
い
く
つ
か
の
グ
ル
！
プ
も
あ
り
心

強
い
こ
と
だ
。
後
継
者
会
議
を
作
る

と
い
う
プ
ラ
ン
も
持
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

i
ー
『
『
ー
I
I
J
l
l
l
－
1
｛
1
！
唇
ー
ー
量
l
l
『
1
5
書
ー
1
ー
ー
f
I
量
ー
1

ll酉町職員募集」

明年4月1日採用の町職員を次の要領で募集します。

職　　種 人員 資　　　格 勤務場所 申込み 採用方法

昭和20年4月2 町立千手．上 採用申込書に 8月に面接試
日以降に出生の 野保育園 履歴書、身上 験を行なう。
女子で、保母資 調書（保母に

保　　　母 5 格を有する者 っいては最終
（明年3月資格 学校成績証明
取得見込みの者 書）を添え、
を含む） 8月10日まで

に総務課へ申
昭和7年4月2 町立上野保育 し込むこと。 選考による。

給食炊事員 1 日以降出生の女 園

子

（注）1．採用申込書、履歴書及び身上調書の各用紙は役場にあります。

　　2．詳しいことは総務課へ沿尋ねください。

’

〆

い

、
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第
離
回
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動

　
〃
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〃
は
、

す
べ
て
の
人
々
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
、
罪
を
犯
し
た
者
あ
る
い
は
非
行

青
少
年
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
な
が

ら
、
明
る
い
社
会
を
築
い
て
ゆ
こ
う
と

い
う
全
県
、
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
こ
の
運
動
を
や
り
と
げ
る
た
め
に
は

ど
う
し
て
も
、
み
な
さ
ん
の
暖
か
い
ご

認
識
と
ご
協
力
を
い
た
だ
か
な
け
れ
ぱ

な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
と
し
も
法
務
省
の
主
唱
の
も
と
で

県
知
事
が
実
施
委
員
長
と
な
っ
て
、
目

下
、
運
動
を
推
進
中
で
す
が
、
そ
の
一

環
と
し
て
、
例
年
の
よ
う
に
「
愛
の
協

力
封
筒
募
金
」
を
行
な
い
ま
す
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
募
金
は
、
一
世
帯
三
十
円
以
上
を
目

標
に
し
た
任
意
募
金
で
、
期
間
は
七
月

中
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
は

県
の
保
護
司
連
盟
に
送
り
、
保
護
観
察

強
化
運
動
、
地
域
浄
化
運
動
、
更
生
援

助
資
金
な
ど
に
使
わ
れ
る
ほ
か
、
そ
の

一
部
が
町
に
も
配
分
さ
れ
て
、
保
護
司

会
や
更
生
保
護
婦
人
会
等
の
活
動
資
金

に
ふ
り
む
け
ら
れ
ま
す
。

　
募
金
用
の
封
筒
が
お
手
元
に
届
き
ま

し
た
ら
、
ぜ
ひ
と
も
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

出
か
せ
ぎ
前
後
の

　
　
健
康
診
断

　
　
　
　
下
旬
に
仙
田
地
区

　
　
　
　
で
実
施

　
最
近
、
出
か
せ
ぎ
を
さ
れ
る
か
た
の

な
か
に
、
健
康
を
そ
こ
な
い
病
気
に
か

か
る
と
い
う
例
が
多
く
み
ら
れ
、
問
題

に
な
つ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
う
ち

に
は
、
就
労
前
あ
る
い
は
就
労
中
に
健

康
診
断
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
未

然
に
防
げ
る
病
気
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　
町
で
は
、
数
年
前
か
ら
出
か
せ
ぎ
を

さ
れ
る
皆
さ
ん
の
健
康
診
断
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

　
こ
と
し
も
、
次
の
日
程
で
実
施
し
ま

す
か
ら
、
今
春
出
か
せ
き
か
ら
帰
っ
た

か
た
や
今
秋
出
か
せ
ぎ
を
す
る
予
定
の

か
た
等
、
ひ
と
り
残
ら
ず
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

　
第
旧
次
検
診

◎
七
月
二
十
六
日

　
・
九
時
半
～
＋
一
時
、
白
倉
小
学

　
　
　
　
校
で
（
白
倉
地
区
）

　
・
一
時
半
～
三
時
、
赤
岩
小
学
校

　
　
　
　
で
（
赤
谷
・
岩
瀬
・
大
倉
地

　
　
　
　
区
）

◎
七
月
二
十
八
日

　
・
九
時
半
～
十
一
時
お
よ
ぴ
一
時

　
　
半
～
三
時
、
仙
田
へ
き
地
診
療

　
　
　
　
所
で
（
中
仙
田
・
田
戸
・
越

　
　
　
　
ケ
沢
の
各
地
区
）

　
第
二
次
検
診

霧
雛
鱗
灘
讐

郵
便
局
　
お
年
玉
っ
き
年

　
　
　
〉
　
　
　
賀
は
が
き
の
賞

　
　
力
ら
　
品
引
き
換
え
は

今
月
十
九
目
（
月
）
で
締
め
切
り
に

な
り
ま
す
。
締
め
切
り
ま
ぎ
わ
に
な

◎
七
月
三
十
日

　
・
九
時
半
～
十
一
時
お
よ
び
一
時

　
　
半
～
三
時
、
赤
岩
小
学
校
で

髪
ノ
｛
㌔
ノ
彗

投
票
率
、
も
う
ひ
と
ふ
ん
ば
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
参
院
選
終
わ
る
ー

　
さ
る
、
六
月
二
十
七
日
に
行
な
わ
れ

た
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
お
け
る
川

西
町
の
投
票
、
開
票
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
し
た
。

圃
図
選
挙
当
日
の
有
権
者
数

　
　
　
男
子
・
：
・
：
三
、
六
一
一
八
人

　
　
　
女
子
　
：
・
：
・
三
、
九
六
一
人

　
　
　
合
計
：
：
：
七
、
匠
八
九
人

無
効
票
が
七
七
九
票

　
も
　
　
　
　
　
（
地
方
区
）

圃
投
票
者
数

　
　
　
男
子
：
：
・
・
二
．
九
〇
三
人

　
　
　
女
子
・
：
：
δ
三
、
昌
O
誠
人

役場（四階議場）における開票風景、七
時半に始めて開票事務のすべてが終了し
たのは翌日の未明ちかくでした。

　
　
　
合
計
：
：
：
六
、
一
〇
八
人

圃
棄
権
者
数

　
　
　
男
子
・
：
・
：
：
七
昌
就
人

　
　
　
女
子
：
：
：
：
七
誠
六
人

　
　
　
合
計
：
：
：
　
一
、
四
八
一
人

口
投
票
率

　
　
　
男
子
：
：
：
八
O
・
〇
二
％

　
　
　
女
子
・
：
・
：
八
○
・
九
一
％

　
　
　
合
計
：
：
：
八
O
・
四
八
’
％

圃
投
票
の
内
訳

　
　
　
有
効
投
票
：
：
五
、
三
菖
九
票

　
　
　
無
効
投
票
：
：
　
七
七
九
票

　
候
補
者
別
得
票

杉
山
善
太
郎
　
　
　
　
　
二
、
七
九
四
票

佐
藤
　
　
隆
　
　
　
　
　
昌
、
三
一
七
票

伊
藤
　
千
穂
　
　
　
　
　
　
一
＝
八
票

　
得
票
な
し
は
十
五
人

　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
国
区
）

日
投
票
者
数

　
　
　
男
子

　
　
　
女
子

　
　
　
合
計

圃
棄
権
者
数

　
　
　
男
子

　
　
　
女
子

　
　
　
合
計

圃
投
票
率

　
　
　
男
子

　
　
　
女
子

：
：
：
二
、
九
〇
三
人

：
：
：
三
、
一
一
〇
四
人

：
：
：
六
、
一
〇
七
人

：
：
：
：
七
二
匠
人

：
：
：
：
七
匠
七
人

：
：
：
一
、
四
八
二
人

・
：
　
八
O
・
○
二
％

・
：
　
八
O
・
八
九
％

　
　
　
合
計
：
：
：
八
○
・
四
七
’
％

幽
投
票
の
内
訳

　
　
　
有
効
投
票
：
：
五
、
四
〇
八
票

　
　
　
無
効
投
票
：
：
・
六
九
九
票

　
候
補
者
別
得
票

（
欝
灘
澹
瀦
◎

藤
井
恒
男
・
七
三
一
、
梶
木
又
三
・
三

七
〇
、
宮
崎
正
義
・
三
五
一
、
野
上
元

ニ
ニ
三
七
、
水
口
宏
三
・
三
〇
四
、
山

内
一
郎
・
二
五
六
、
山
本
茂
一
郎
・
二

五
一
、
安
西
愛
子
・
一
二
六
、
山
崎
昇

・
一
九
六
、
楠
正
俊
・
一
八
九
、
野
々

山
一
三
・
一
六
四
、
田
英
夫
・
一
五
四

伊
部
ま
こ
と
・
一
一
三
、
石
本
し
げ
る

・
一
〇
四
、
塚
田
大
願
・
九
七
、
徳
永

正
利
・
九
モ
横
山
フ
ク
・
八
五
、
小

林
章
・
八
○
、
平
泉
渉
・
七
七
、
鈴
木

力
・
七
五
、
田
中
す
み
子
・
七
一
、
一

竜
斉
テ
イ
ホ
ー
・
五
九
、
望
月
優
子
・

五
九
、
山
高
し
げ
り
・
五
九
、
西
村
尚

治
・
五
三
、
中
村
利
次
・
五
二
、
青
木

一
男
・
五
〇
、
柏
原
ヤ
ス
・
四
九
、
片

山
正
英
・
四
六
、
佐
藤
栄
作
・
四
〇
、

内
藤
誉
三
郎
・
三
九
、
村
上
コ
ウ
タ
ロ

ー
・
三
八
、
ひ
が
き
徳
太
郎
・
三
七
、

岡
本
悟
・
三
七
、
山
本
ス
ギ
・
三
四
、

鹿
島
俊
雄
二
一
二
、
佐
藤
さ
ん
ぞ
う
・

二
七
、
栗
林
卓
司
・
二
七
、
黒
住
忠
行

る
と
、
賞
品
の
品
切
れ
に
よ
っ
て
、

現
物
の
届
く
ま
で
目
数
を
要
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
す
ば
ら
し
い
賞
品

が
あ
た
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。
局
で

番
号
を
確
か
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　
な
お
、
出
稼
労
働
者
手
帳
の
あ
る
か

た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

・
二
七
、
藤
原
岩
市
・
二
五
、
小
平
芳

平
。
二
三
、
野
末
チ
ン
ペ
イ
ニ
ニ
、

春
日
正
一
・
一
九
、
坂
口
徳
次
郎
・
一

七
、
町
村
金
五
・
一
六
、
八
田
一
朗
・

一
五
、
あ
つ
み
さ
だ
お
・
一
二
、
矢
田

ワ
一
・
一
二
、
多
田
省
吾
・
一
二
、
立

川
談
志
・
一
〇
、
細
川
も
り
ひ
ろ
・
九

吉
永
二
千
六
百
年
・
九
、
山
本
伊
三
郎

・
八
、
さ
い
ご
隆
盛
・
八
、
柴
田
利
右

工
門
・
七
、
山
田
て
つ
一
・
七
、
け
い

野
と
し
お
・
六
、
高
見
圭
司
・
六
、
野

田
耕
作
・
六
、
渕
通
義
・
六
、
田
村
理

一
・
五
、
星
野
力
・
四
、
田
中
ウ
一
・

四
、
夏
目
通
利
・
四
、
玉
置
和
郎
・
四

矢
追
秀
彦
、
川
野
三
暁
、
大
西
末
子
、

原
田
立
、
須
藤
五
郎
、
と
う
ご
う
け
ん

加
藤
進
、
月
亭
可
朝
、
以
上
各
三
。
中

西
幸
男
、
古
賀
雷
四
郎
、
み
や
の
は
ら

貞
光
、
木
崎
国
嘉
、
な
み
こ
し
徳
治
郎

と
ば
照
司
、
宮
　
公
、
以
上
各
二
。
荒

川
幸
男
、
星
野
寛
、
坂
口
登
、
山
本
た

だ
よ
し
、
え
ぴ
な
竹
一
、
戸
枝
義
明
、

吹
田
文
三
郎
、
た
か
は
し
ひ
で
お
、
河

野
守
宏
、
山
中
精
一
、
中
尾
た
つ
よ
し

以
上
各
一
。
吉
川
藤
三
、
志
水
源
司
、

岡
愛
城
、
三
浦
光
保
、
菅
田
摂
男
、
青

山
雅
彦
、
長
沢
宗
八
、
三
島
直
之
、
松

田
照
久
、
織
田
大
蔵
、
窪
田
志
一
、
猿

楽
一
夫
、
谷
崎
登
、
川
出
庄
一
郎
、
伊

賀
秀
則
、
以
上
各
○
。

善
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あ
な
た
の
奥
さ
ん
に
も

　
　
　
　
　
　
年
金
の
喜
び
を
ノ

　
拠
出
制
の
国
民
年
金
が
、
発
足
以
来

十
年
を
経
過
し
、
年
金
証
書
を
手
に
思

わ
ず
笑
顔
と
い
っ
た
人
達
の
続
出
し
て

い
る
最
近
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
あ
な
た
は
国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
る
で
し
よ
う
か
。

　
国
民
年
金
任
意
加
入

　
の
す
す
め

　
国
民
年
金
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥

さ
ん
や
家
庭
の
女
性
が
加
入
す
る
こ
と

の
で
き
る
た
だ
一
つ
の
年
金
制
度
で
す

　
加
入
の
希
望
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も

申
し
出
た
そ
の
日
か
ら
加
入
で
き
、
加

入
は
早
い
ほ
ど
有
利
で
す
。

　
あ
な
た
自
身
の
年
金
を
受
け
る
た
め

に
、
そ
し
て
、
あ
な
た
だ
け
が
年
金
制

度
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、
未
加
入
の
か
た
は
、
い

ま
す
ぐ
加
入
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う

（
電
話
に
よ
る
申
し
込
み
で
も
受
け
付

け
ま
す
。
）

　
保
険
料
は
、
毎
月
四
百
五
十
円
ず
つ

六
十
歳
に
な
る
ま
で
納
め
て
い
た
だ
き

年
金
は
、
保
険
料
を
納
入
し
た
月
数
に

三
百
二
十
円
を
乗
じ
た
額
が
、
六
十
五

歳
か
ら
毎
年
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
所
得
比
例
加
入
の
す

　
す
め

　
年
金
額
を
計
算
す
る
場
合
は
、
前
記

の
よ
う
に
、
保
険
料
を
納
入
し
た
月
の

　　　　　国民年金証書の交付
拠出制の交付第一号ということで、さる六日、
高橋トイさん（学校町）、樋ロツ子さん（上野）、．

吉井フクさん（仁田）の三人に町長みずから証
書を交付しました。　　　　　町長室で

数
に
よ
っ
て
算
出
し
ま
す
が
、
す
で
に

お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、
老
後
の
保
障

と
し
て
、
余
分
の
保
険
料
を
納
め
て
も

よ
い
か
ら
、
よ
り
高
額
の
年
金
を
受
け

た
い
と
い
う
人
の
た
め
、
所
得
比
例
制

度
と
い
う
も
の
も
昨
年
十
月
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
．

　
現
在
の
保
険
料
月
四
百
五
十
円
に
加

算
し
て
い
た
だ
く
額
が
三
百
五
十
円
で

こ
れ
に
対
す
る
年
金
額
は
三
百
五
十
円

を
納
め
た
月
の
数
に
百
八
十
円
を
乗
じ

た
も
の
を
、
六
十
五
歳
か
ら
毎
年
、
加

算
支
給
し
ま
す
．

　
い
か
が
で
し
ょ
う
か
．

　
加
入
は
申
し
出
を
し
た
と
き
か
ら
始

ま
り
、
い
つ
で
も
や
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
ご
希
望
の
か
た
は
、
な
る
べ
く
早
め

に
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
．

　
国
民
年
金
に
つ
い
て
、
不
明
の
点
や

疑
問
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
遠
慮

な
さ
ら
ず
、
直
接
、
係
へ
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　
（
社
会
課
年
金
係
）

安
全
宣
言
記
念
県
民
大
会
の
席
上
、
表

彰
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
．

公
民
舘
に

　
　
机
を
寄
付

　
　
室
島
・
川
崎
さ
ん

　
室
島
の
川
崎
与
太
郎
さ
ん
（
七
十
四

歳
）
が
、
こ
の
ほ
ど
、
部
落
の
公
民
舘

に
机
十
二
脚
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
一
脚
三
千
五
百
円
も
す
る
机
だ
そ
う

で
す
が
、
川
崎
さ
ん
は
、
四
十
一
年
十

月
か
ら
支
給
を
受
け
て
い
た
老
齢
福
祉

年
金
を
積
み
立
て
て
お
り
、
そ
の
一
部

を
さ
い
て
寄
贈
し
て
く
だ
さ
っ
た
も
の

で
す
．民

俗
資
料

　
　
　
　
　
　
【
六
月
分
】

　
＊
入
手
品

古
文
書
、
は
き
も
の
の
移
り
変
わ
ワ
一

式
、
馬
の
く
ら
（
荷
付
け
ぐ
ら
・
成
馬

の
く
ら
と
子
馬
の
く
ら
）
、
は
も

　
＊
寄
贈
者
（
敬
称
略
）

高
橋
久
蔵
（
三
領
）
、
丸
山
重
吉
（
中

央
町
）
、
星
野
登
（
野
口
）
、
須
藤
秀

雄
（
下
原
）

署薙瀬勤鰭
由美
季保　丈典秀　実
子子真夫子昭弦花浩

　　寅福利　　　　芳
了保義蔵夫勝明実信

二長二長長二長二二
女女男男女男男女男
　　発
野上電室中野上神仁
　　所　 屋　　 社
口野通囁敷口野町田

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

お
め
で
と
う
！

　
　
　
清
水
君

　
　
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
で

　
　
県
の
最
優
秀
賞
に

　
新
潟
県
交
通
安
全
運
動
の
一
環
と
し

て
県
で
実
施
し
た
交
通
安
全
の
作
文
・

ポ
ス
タ
ー
募
集
の
結
果
、
ポ
ス
タ
ー
の

小
学
校
高
学
年
の
部
で
上
野
小
学
校
六

年
清
水
利
浩
君
の
作
品
が
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
じ
上
野
小
学
校
六
年
渡
辺

悦
子
さ
ん
と
仙
田
中
学
校
三
年
長
谷
川

宏
子
さ
ん
の
作
品
（
ポ
ス
タ
ー
）
も
、

そ
れ
ぞ
れ
佳
作
に
入
選
し
ま
し
た
．

　
最
優
秀
の
清
水
君
は
、
き
ょ
う
十
日

新
潟
市
の
県
民
会
舘
で
開
か
れ
る
交
通

，
竃
…
’

戸
籍
の
窓
か
ら
囎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

幸武保久文
吉久夫男夫

長長長ニニ
女女男女男
　　下
木鶴平木木
　　新
島吉田島落

購器器器窯雛購繍
遠高中片
藤橋條桐

栄一博正
子郎子也

長
谷
川
健
一

岡
島
キ
ヌ
エ

藤
田
勇
夫

島
崎
恵
子

丸
山
隆
太

増
田
ス
ミ
子

田
中
健
吉

小
杉
洋
子

高
野
　
勇

寺
倉
加
代
子

上
村
幸
一

大
ロ
ミ
サ
子

小
白
倉

大
倉
か
ら

赤
谷

福
島
か
ら

大
自
倉

大
自
倉
か
ら

仁原原東根
深京

か
ら

田田
か
ら

田

納
税
メ
　
モ

今
月
は

　
　
固
定
資
産
税

　
　
　
第
二
期
分
の
納
期
で
す
。
，

　
　
＊
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊

町
全
体
　
　
四
＋
六
年
度
の

　
　
　
　
　
　
固
定
資
産
税
は

　
　
　
で
は

　
　
　
　
　
　
町
全
体
で
八
千

百
九
十
三
万
八
千
円
に
な
り
、
そ

の
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
一
般
個
人
分
（
三
木
％
）

　
　
　
　
昌
、
九
八
五
万
O
千
円

◎
国
鉄
分
（
五
九
％
）

　
　
　
　
四
、
八
三
呂
万
誠
千
円

◎
電
力
会
社
分
（
二
，
％
）

　
　
　
　
　
一
六
九
万
九
千
円

◎
一
般
法
人
分
（
三
％
）

　
　
　
　
　
昌
〇
六
万
四
千
円

臨
慧
済
騒
贈

下
平
新
田

津
南
町
か
ら

昇
天
i
ご
め
い
福
を
祈
る

山
家
文
良

小
海
佐
智
子

澤
口
幹
夫

渡
邊
裕
美

丸
山
か
お
り

高
塚
コ
メ

関
口
源
治
郎

斎高小平小星数高桑小
木橋柳野林名藤橋原幡

ハキ儀長タトフツナセ
ナヨ助松ツイクヨヲツ

小高元上中上沖赤神仁学仁
　　　　仙　　　　社　 校
脇倉町町田野立谷町田町田

八八八七七七七七七七六六
四〇〇九九八六四一〇七七

　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
凡
石

O
梅
雨
と
な
る
天
恵
の
中
農
に
生
く

蕗
の
葉
に
三
つ
四
つ
苺
初
ち
ぎ
り

　
梅
雨
晴
れ
間
八
ツ
手
の
若
葉
a
に
光

　
る
　
　
　
松
風
園
　
南
雲
文
峯

O
下
校
児
に
ア
カ
シ
ヤ
の
花
散
り
急
ぐ

　
石
楠
花
の
花
咲
く
頃
や
梅
雨
の
入
り

　
八
ツ
手
の
葉
梅
雨
を
迎
え
て
艶
や
か

　
に
　

元
町
金
子
鉄
舟

　
夏
足
袋
に
下
駄
新
し
き
女
衆

　
夏
帯
を
し
つ
か
と
締
め
て
退
院
す

　
夏
空
に
干
し
吹
か
れ
た
る
浴
衣
か
な

　
　
　
　
小
白
倉
片
桐
玉
章

　
髪
洗
う
ひ
ま
な
く
蚕
上
族
す

釣
り
暮
れ
て
畑
捌
の
鳴
く
帰
り
道

　
参
道
に
蝿
な
く
杉
の
幹
太
し




